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植物篇

総論

はじめに

神奈川県の維管束植物相については神奈川県植物目録

(1933) ，神奈川県植物誌(1958)，神奈川県植物誌1988

により，その大要は明かにされている.今回の調査では

これらの文献の記述と博物館や大学のハーバリウムに保

存されている標本を調べ，神奈川県植物誌1988及びその

後の調査記録との比較により，神奈川県産維管束植物の

うち絶滅または絶滅の恐れのあるものについて調べたも

のである.

文献を調べ始めると，意外に対象種が多く，文献の記

録，標本のチェックに手間取ってしまった.神奈川県立

博物館，横須賀市自然博物館，平塚市博物館の標本につ

いては神奈川県植物誌調査会と県立博物館の情報システ

ム計画で蓄積してきた標本のデータベースを利用した.

コンビュータのデータベースは開発中のもので，十分な

校正がされたものではなく，一部に入力ミスも見られた.

重要なものについてはチェックを行なったが，中にはも

れてしまったものもある.

国立科学博物館，東京大学，東京都立大学の標本につ

いてもすべて調べたかったが，対象種数が多すぎるため，

時間的に間にあわず，消息不明種，絶滅種の証拠標本を

探す作業に留まった。神奈川県植物誌調査会では2000年

頃を目標に「神奈川県植物誌 1988jの改訂版を出すこと

を計画している。その中でより正確な標本データの蓄積

をはかりたい.

調査方法

1992年度は「神奈川県植物誌1988jをもとに調査対象

種の選定を行なった.過去に記録があり，神植誌1988で

記録できなかったもの，神植誌1988の記録が3メッシュ

以下のものを選ぴ，これに神奈川県に広ぐ分布するが個

体数の減少の著しいと思われるものを加えて 1次リスト

を作成した. 1次リストには576種が選定された.

1993年度にはこの 1次リストからもれていたものを補

い2次リストとして 696種を選定した。この2次リスト

選定種を対象に神奈川県植物目録(1933)，神奈川県植物

誌(1958)，神奈川県植物誌 1988など主要文献の記録を

パソコンのデータベースに登録した.神奈川県植物誌調

査会と県立博物館の情報システムで蓄積していた神奈川

県産植物標本のデータベースより，神奈川県立博物館，

横須賀市自然博物館，平塚市博物館の標本データを抽出

し，文献のデータとともに一覧できるようにした。これ

らの資料をもとに2次リスト対象種について評価の原案

を作成した.

評価はまず地勢により，多摩，三浦，湘南，西湘，箱

根，丹沢，相模原，小仏の8ブロックに分け，絶滅種(リ

スト中の略号はEx)，絶滅危倶種 (En)，減少種 (V)，健

在種 (S)の4段階に分けた.過去に記録があるが「神奈

川|県植物誌1988jの調査及びそれ以後に記録のないもの

は原則として絶滅種とした.

県全体の総合評価はブロック別の評価をもとに，絶滅

種をABCの3段階，絶滅危倶種をDEFの3段階，減

少種をGHの2段階，健在種は 1(希少種)のみの合計

9個のランクに分けて作成した.これらの基準について

は脊椎動物や昆虫と同ーのものとした.くわしくは序論

のレッドデータ度の考え方を参照されたい. また，過去

の文献の記録のなかには標本が残されておらず，現在の

神奈川県とその周辺の分布状況から判断してとても神奈

川|県での生育が期待できないものがある.これらについ

ては証拠標本が残されていないので，確かめようがなく，

消息不明種として扱った.

1994年度は東京大学，東京都立大学，国立科学博物館

の収蔵標本を調査し，不足していた標本のデータを補っ

た.同時に県全体の総合評価の原案について議論し，評

価の修正を行ない，リストを完成させた.

調査結果の概要

A-Hの各ランクに選定されたものを以下に示す.

絶滅種(Ex)A 73種.このランクのものはもともと神

奈川県では稀なものが絶滅してしまったケースである.

多くは神奈川県が分布の縁にあたるものである.

アスヒカズラ，ヒモラン，ヒモカズラ，ヒメハナワラビ，

ナチシダ，ヤマソテツ，ウスヒメワラビ，ミヤコイヌワ

ラビ，イワイヌワラビ，ツクシイワヘゴ，ナチクジャク，

ナンカイイタチシダ，シムライノデ，タチヒメワラビ，

オオパショリマ，アオガネシダ，イワダレヒトツパ x
ジンムジカナワラビ xピッチュウヒカゲワラビ xノ
コギリヘラシダ xナガサキシダモドキ， xミドリイノ
デ，シラピソ，ヒロハノエピモ，イトクズモ，ムサシモ，

シパナ，セイコノヨシ，タチスゲ，マメスゲ，オニガヤ
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ツリ，ヤリハリイ，イヌクログワイ，ヒメハリイ，スジ

ヌマハリイ，アオテンツキ，シズイ，ニッポンイヌノヒ

ゲ， ドロイ，イヌイ，キパナアマナ，オオキツネノカミ

ソリ，イチョウラン，ヒメミヤマウズラ，ノピネチドリ，

フジチドリ，キソチドリ，ヒナチドリ，ヤハズハンノキ，

ミヤマミズ，ホソパイラクサ，ヤナギヌカポ，ノカラマ

ツ，ハクサンハタザオ，ハナハタザオ，イシモチソウ，コ

モウセンゴケ，ホソパキリンソウ，シウリザクラ，イワ

タイゲキ，ミヤマクマヤナギ，タカノツメ，オオヤマツ

ツジ，ミツガシワ，チョウジソウ，クサタチバナ，ゴマ

クサ，クガイソウ，ミミカキグサ，ホザキノミミカキグ

サ，オオパノヨツパムグラ，ニッコウヒョウタンポク，

クサヤツデ.

絶滅種(Ex)B 54種.このランクのものは神奈川県に

数カ所の記録があったもので，絶滅してしまったもので

ある.水辺に生えるものや草原生の植物が多ぐ含まれて

いる.

マンネンスギ，イッポンワラビ，ヤノネシダ，シシラン，

ホソパミズヒキモ，カワツルモ，サジオモダカ，ヒナザ

サ，オオタマツリスゲ，ウマスゲ，ヒンジモ，シロイヌ

ノヒゲ，ミズアオイ，カキツパタ，アヤメ，アツモリソ

ウ，カモメラン，ダイサギソウ，コフタパラン，ヒメフ

タパラン，アリドオシラン，ミヤマモジズリ，ヤマサギ

ソウ，コパノトンボソウ，クリンユキフデ，ナガパノウ

ナギツカミ，ヌカボタデ，ノダイオウ，ジュンサイ，ヒ

ツジグサ，コキツネノボタン，オトコゼリ，ヒキノカサ，

イワレンゲ，ミソナオシ，ノウルシ，アゼオトギリ，ミ

ズユキノシタ，ハナピゼリ，レンゲツツジ，タイミンタ

チバナ，サクラソウ，コハクウンボク，アサザ，カイジ

ンドウ，ミズネコノオ，シロネ，ヒメハッカ，ママコナ，

クチナシグサ，ハナムグラ，カノコソウ，シデシヤジン，

オオニガナ.

絶滅種(Ex)C 4種.神奈川県にかつては広く分布し，

個体数も多かったと考えられるものが絶滅したケースで

ある.いずれも池，沼，湿地に生えるものである.かつ

ては県内の低地には今とは比べものにならないほどの池，

沼，湿地があったが， これらは河川改修，農地改良，宅

地造成などによりすっかり失われてしまった.

サデクサ，ミズキカシグサ，タチモ，フサモ.

絶滅危倶種(En)D 101種.このランクのものはもと

もと神奈川県では稀なものがかろうじて生き残っている

ものである.現存する 1(-3)ケ所の産地が失われて

しまえば絶滅してしまう.神奈川県植物誌1988で記録さ

れているが，その後の生育が危ぶまれるものも，その産

地が造成等により確実に失われていない限りこのランク

に入れられている.

ハチジョウシダ，ニシノコハチジョウシダ，コハチジョ

ウシダ，オトコシダ， トガリパイヌワラビ，ルリデライ

ヌワラビ，ツクシヤブソテツ，ミヤマノコギリシダ，コ

クモウクジャク，イヌナチクジャク，ワカナシダ，ミド

リワラビ，ホウノカワシダ，ホソイノデ，ヤシャイノデ，

メニッコウシダ，コタニワタリ，クルマシダ，アオネカ

ズラ，タキミシダ xホソコパカナワラビ xカワズカ
ナワラビ xテンリュウカナワラビ xホソパハカタ
シダ xヤマヒロハイヌワラビ xマムシヤプソテツ，
×フジクマワラビ， Xハガネイワヘゴ xハコネオオク
ジャク xミヤマオクマワラビ xゴサクイノデ xホ
クリクイノデ xアイカタイノデ xフナコシイノデ，
×ジタロウイノデ， Xアマギイノデ， Xオンガタイノデ，

×タカオイノデ xヨコハマイノデ xアイトキワトラ
ノオ， Xヤマドリトラノオ，ヤマトミクリ，エピアマモ，

ホッスモ，イバラモ， トリゲモ，ミカワスプタ，コウガ

イモ，スナシパ，センダイスゲ，サドスゲ，サギスゲ，ヤ

リテンツキ，コイヌノハナヒゲ，ハタペカンガレイ，タ

イワンヤマイ，クロヒロハイヌノヒゲ，ヒメコウガイゼ

キショウ，ニッコウコウガイゼキショウ， ヒメニラ，イ

ズアサツキ，ホソパアマナ，ユウシュンラン，クゲヌマ

ラン，ヒメノヤガラ，ギボウシラン，フガクスズムシ，セ

イタカスズムシソウ，ムカゴサイシン，マイサギソウ，

トキソウ，ウパメガシ，ベニバナヤマシャクヤク，パイ

カモ，ルイヨウボタン，イワユキノシタ，ミヤマトペラ，

ミツバフウロ，ネコノチチ，ラセンソウ，ハマポウ，エ

ゾノタチツボスミレ，ウシタキソウ，ミズキンパイ，チ

チブドウダン，ヒカゲツツジ，コパノミツバツツジ，

シャシャンポ，クリンソウ，カリガネソウ，マネキグサ，

カメパヒキオコシ，ウンラン，サツキヒナノウスツボ，

タヌキモ，ウスユキムグラ，イナモリソウ，ソナレマツ

ムシソウ，ハマシヤジン，ヤナギタンポポ，キツネタン

ポポ.

絶滅危倶種(En)E 86種.このランクのものはかつて

は数カ所の記録があったもので 1-3ヶ所の産地しか

残っていないものである.Dランクとの違いは微妙でど

ちらに分類するか迷うものも多い.

マツパラン，ミズスギ，ヤマドリゼンマイ，タニイヌワ

ラビ，シロヤマシダ，オニヒカゲワラビ，ナガサキシダ，

ムクゲシケシダ，ヌリトラノオ，チャセンシダ，ミヤマ

ウラポシ，ホテイシダ，ヒメサジラン，イワヤナギシダ，

デンジソウ，クジャクフモトシダ，ナガヱミクリ，ヒメ

ミクリ，アギナシ，クロモ，ヒメウキガヤ，オニシパ，ヤ

ガミスゲ，ミズハナピ，ノテンツキ，ナガ示テンツキ，コ

マツカサススキ，キヨスミギポウシ，クルマユリ，ハル

ナユキザサ，ヒナノシャクジョウ，シラン，ナツエビネ，

キソエビネ，アオチドリ，ナギラン，ペニカヤラン，ア

ケボノシュスラン，フウラン，ヒメムヨウラン，サカネ

ラン，ツレサギソウ，ヤマトキソウ，クモラン，ヒトツ

ポクロ，イイヌマムカゴ，センリョウ， トキホコリ，オ

オパヤドリギ，ホソパイヌタデ，マダイオウ，ヒメコウ

ホネ，マツモ，フクジュソウ，カザグルマ，ハマハタザ

オ，モウセンゴケ，メノマンネングサ，ミツバベンケイ

ソゥ;ャプサンザシ，ザイフリポク，ヒメツルキジムシ

ロ，ヤプザクラ，ハマナタマメ，レンリソウ，ヒシ，セ

リモドキ，ムラサキツリガネツツジ，イヌセンブリ，ム

ラサキセンブリ，サワトウガラシ，シソクサ，ハマウツ

ボ，オカウツボ，ムラサキミミカキグサ，ナペナ，ノコ



ギリソウ，ユキヨモギ，カニコウモリ，オオガンクピソ

ウ，モリアザミ，ハマアザミ，タカサゴソウ，ヤマタバ

コ，オオモミジガサ，サワオグルマ.

絶滅危倶種(En)F 8種.このランクのものはかつて

は神奈川県にかなり広く分布していたもので，今では1

~数カ所の産地が残っているだけのものである.神奈川

県産植物のなかでもっとも急速に減少しつつあるもので

ある.水辺に生えるものと，原野に生えるものがほとん

どである.

イトモ， トチカガミ，オキナグサ，ツルカコソウ，パア

ソプ，キキョウ，イズハハコ，アズマギク.

減少種 (V)G 123種.今のところ県内に数カ所の産地

が残っており，すぐに絶滅してしまうとは考えられない

が，放置すればいずれEランクを経て絶滅の恐れがある.

スギラン，ミズニラ，アカハナワラビ，コヒロハハナヤ

スリ，コケシノブ，キヨスミコケシノブ，ヒメウラジロ，

コパノイシカグマ，カラクサシダ，オオパノアマクサシ

ダ，ハマホラシノブ，ミズワラビ，オオキジノオ，キジ

ノオシダ，シノブカグマ，サトメシダ，タカオシケチシ

ダ，ヒロハヤプソテツ，ヒカゲワラビ，ハチジョウペニ

シダ，イヌイワイタチシダ，ナガパノイタチシダ，タニ

ヘゴ，イプキシダ，ヒメイワトラノオ，ホウピシダ，イ

ヌチャセンシダ xオオサトメシダ xミヤマキヨタキ
シダ xハコネイノデ xカタイノデモドキ xキヨズ
ミイノデ xアカメイノデ xミツイシイノデ xツヤ
ナシイノ，ゴヨウマツ，コメツガ，イプキ，ハイネズ，ネ

ズミサシ，ササエピモ，センニンモ，リュウノヒゲモ，サ

ガミトリゲモ， トウゴクヘラオモダカ，ヤナギスプタ，

ウミヒルモ，セキショウモ，ヒメコヌカグサ，ハマニン

ニク，ハイチゴザサ，アイアシ，ナガミノオニシパ，ヨ

コハマダケ，クロカワズスゲ，カンエンガヤツリ，コッ

プヌマハリイ，ビロードテンツキ，ヒメホタルイ，イセ

ウキヤガラ，コシンジュガヤ，イヌノヒゲ，ソクシンラ

ン，キジカクシ，カタクリ，クルマパックパネソウ，ヒ

メシャガ，ムギラン，コアツモリソウ，セッコク，ハコ

ネラン，エゾスズラン，ベニシュスラン，シュスラン，ミ

ズトンボ，ジガバチソウ，スズムシソウ，アオフタパラ

ン，ホザキイチョウラン，コケイラン，ジンパイソウ，ミ

ズチドリ，ナガパノキソチドリ，オオヤマサギソウ，ウ

チョウラン，オオハクウンラン，ハクウンラン，ミヤマ

ヤナギ，マツグミ，タマノカンアオイ，ミヤマッチトリ

モチ，ヒメタデ，ハママツナ，ヤナギイノコヅチ，ワダ

ソウ，アズマイチゲ，シギンカラマツ，ヤマブキソウ，コ

ンロンソウ，アズマツメクサ，ヤシャピシャク，チョウ

センキンミズヒキ，ヒロハノカワラサイコ，リンポク，

イタチササゲ，タチフウロ，ミズオトギリ，マキノスミ

レ，ムカゴサイシン，サツキ，ナツハゼ，フナパラソウ，

ムラサキ，スナピキソウ，ヒメナミキ，ヒメトラノオ，ヤ

プムグラ，ホソパノヨツパムグラ，オオキヌタソウ，サ

ワギキョウ，カワラノギク，サワシロギク，マアザミ

減少種 (V)H 24種.かつては神奈川県に広く分布し
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ていたが，いまは比較的稀な存在になってしまった.産

地や個体数ではGランクのものに比べてまだまだ多いが，

減少速度は速く，この段階で保存に勤めなければ，いず

れF段階になってしまう.

ミドリカナワラビ，メヤプソテツ，サンショウモ，オオ

アカウキクサ，ミクリ，ササパモ，イトトリゲモ，ミズ

オオバコ，ミノポロ，キダチネズミガヤ，ホシクサ，ア

マナ，ノハナショウプ，エビネ，クマガイソウ，カキラ

ン，ヨウラクラン，カヤラン，カワラアカザ，スハマソ

ウ，ウメパチソウ，ノジトラノオ，イヌタヌキモ，マツ

ムシソウ.

また，ここでは名前はあげないが. 1 (希少種)ランク

と判断されるものが59種，消息不明種が73種あった.こ

れらについては各論末尾のリストを参照されたい.

分類群別，ブロック別，生育環境別の種類数一覧を表

1-3に示す.

表1.分類群別種数一覧.

シダ同雑種裸子単子葉離弁合弁合計

Ex-A 17 5 

Ex-B 4 

Ex-C 

Ex計

En-D 20 21 

En・E 16 

En-F 

En計

1 25 14 11 73 
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表2.ブロック別種数一覧.

多摩三浦湘南西湘箱根丹沢相模原小仏

Ex 114 52 36 19 111 61 18 5 

En 55 65 25 17 86 54 31 18 

V 8 13 10 19 54 46 13 16 

表3.生育環境別種数一覧.※シダの雑種は除く
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神奈川県には帰化植物を除いた在来種は2182種類あ

る.今回の調査で絶滅種，絶滅危倶種，減少種とされた

ものは合計で473種類あり，これは在来種の約22%にあ

たる.神奈川県産の植物5種類のうち 1種類は絶滅の危

険にさらされていることになる.絶滅種は131種類あり，

これは全体の6%にあたる.

分類群別では，単子葉植物が多いが，これはラン科植

物と湿生・水生植物に絶滅，絶滅危倶種が多いためであ

る.
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ブロック別では，多摩ブロックと箱根ブロックで絶滅

している植物が多い.多摩ブロックは横浜市や川崎市な

どの最も都市化が進んでいる地域であり，そのために生

育環境が破壊され絶滅したものが多い.箱根山地は丹沢

山地や小仏山地に比べて早くから観光地化が進み，その

ために生育環境が破壊されたり，採取されたりして絶滅

した植物が多い.また，箱根には多くの植物学者が訪れ，

過去の植物の分布がよく把握されていたことも絶滅種が

多ぐなった原因と考えられる.丹沢や小仏山地では箱根

ほど密度の濃い植物調査は行なわれていないので，過去

の植物分布そのものが十分には把握されていない.

生育環境別では全体に森林に生えるものが多いが，ラ

ン科植物やシダ植物を除くと，湿地や水中に生えるもの

が多く，次いで草地に生えるものが目につく.特に絶滅

種ではこれが目立つ.池，沼，湿地，氾濫原，草原など

の原野的な環境が著しく減少してきたことをよく示して

いる.かつては萱場としてのススキ草原が各地にあった

が，現在では利用されなくなり，森林に遷移している所

が多い.また，数の上ではそれほど多くはないが，海岸

の干潟に生えるものも神奈川県では早くから埋め立てに

より失われてしまった.最近では湘南海岸の砂浜での踏

みつけや車の乗り入れが激しく，海浜植物の減少も憂慮

されている.地域ごとの状況についてはブロック別の概

要を参照されたい.

調査執筆の分担

ブロックの評価は，多摩丘陵(横浜市北部-)11崎市)

は北川|淑子，三浦半島(横浜市南部~三浦半島)は大森

雄治，棺模原・愛甲(厚木付近から北の平地，台地，lI.

陵)は高橋秀男，湘南(藤沢，茅ヶ崎，平塚など湘南地

方の低地)は秋山守，商湘(大磯E陵，渋沢丘陵，足柄

平野)と丹沢(酒匂)11から道志)11までの聞の山地)と小

仏山地(道志川から北の山地)は城川四郎，箱根(箱根，

湯河原，真鶴，足柄山地)は井上香世子と長谷川義人が

担当した.

評価，標本，文献のデータベースは勝山輝男，北川|淑

子，木場英久，田中徳久が入力，加工作業を担当した.

分類群別各論は秋山守(ラン科)，大森雄治(双子葉類

離弁花の前半，アマモ科)，小崎昭則(シダ植物)，勝山

輝男(その他の単子葉類，タデ科)，木場英久(イネ科)， 

高橋秀男(双子葉類合弁花の後半，スミレ科)，田中徳久

(裸子植物，双子菜類離弁花の後半)，長谷川義人(双子

菜類合弁花の前半，ヤナギ科)で担当した.

全体の構成や文章の統一は勝山輝男，木場英久，高橋

秀男，田中徳久で行なった.
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